
幕末の歴史から見える「佐賀の底力」3

講座名

日時

時間数 ５回×２時間

対象

場所

定員

受講料

概要

講義内容
①「九州・山口の近代化産業遺産群」とは

日時 ５月２５日（土）　１０：００～１２：００

場所 佐賀大学教養教育１号館１１１番教室

講師 鹿児島県世界文化遺産課

内容
「九州・山口の近代化産業遺産群」の構成資産である三重津海軍所跡の価値についてわかりや
すく解説します。また、鹿児島市の構成資産の紹介もしていただきます。

②「佐賀の近代化」

日時 ６月２２日（土）　１０：００～１２：００

場所 佐賀大学教養教育１号館１１１番教室

講師 公益財団法人鍋島報效会　学芸員　富田 絋次

内容 幕末～明治期における佐賀藩の近代化の取組みをわかりやすく解説します。

③「九州・山口の近代化産業遺産群」における三重津海軍所跡

日時 ７月２７日（土）　１０：００～１２：００

場所 佐賀大学教養教育１号館１１１番教室

講師 佐賀市文化振興課世界遺産調査室長　前田 達男

内容
三重津海軍所が初期造船のどの位置を象徴する遺産なのかなど、近代造船の歴史を紹介し、わ
かりやすく解説します。

④「萩の近代化遺産」

日時 ８月３１日（土）１０：００～１２：００

場所 佐賀大学教養教育１号館１１１番教室

講師 萩博物館　主任研究員　道迫 真吾

内容 萩市に所在する「九州・山口の近代化産業遺産群」の構成資産について紹介します。

⑤「国史跡　三重津海軍所跡」

日時 ９月２１日（土）　１０：００～１２：００

場所 佐賀大学教養教育１号館１１１番教室

講師 佐賀市文化振興課世界遺産調査室長　前田 達男

内容 平成25年3月27日に国史跡となった「三重津海軍所跡」について詳しく解説いたします。

コーディネーター：佐賀大学地域学歴史文化研究センター長　青木　歳幸

幕末～明治期の日本の飛躍的な近代化をテーマに世界遺産登録を目指している「九州・山口の近代化産業
遺産群」の構成資産にスポットをあて学習します。この機会をとおして、佐賀の歴史遺産の今と未来につい
て考えます。
　また、佐賀市の世界遺産登録推進の取組みについてもわかりやすくご紹介します。

幕末の歴史から見える「佐賀の底力」３
－聴いて、話して、考える佐賀の歴史遺産とその未来-

平成２５年５月～９月　土曜日　１０：００～１２：００

市民一般

佐賀大学（本庄キャンパス）

１００名

無料


